
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月２３日 

学校名   福井市湊小学校   

校長氏名  渡辺 裕美     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 身近な地域や地球規模の環境について学習します。 

② 水・電気の省エネルギー、用紙などの省資源を心がけます。 

③ 学校内でのごみ減量・リサイクルに取り組みます。 

④ 環境保全活動（花を育てる活動や美化活動）を進めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

 ・身近な環境や、地球規模の環境を考えた学習に取り組みます。 

② 省エネルギー･省資源 

  ・節電、節水に心がけ、委員会活動を通じて全校に発信していきます。 

 ・反古紙や廃材などを、授業等で再利用します。 

③ ごみ減量・リサイクル 

 ・ごみが少なくなるように、資源ごみを分別するなど工夫をします。 

 ・リサイクルに取り組みます。（習字用紙、古紙、インクジェットなどの回収）  

④ その他の環境保全活動 

  ・花を育て、花の魅力を伝える運動を、全校集会の場などで周知していきます。 

・清掃活動を通して中学生と交流します。おたがいの頑張りを認め合います。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

④の環境保全活動では、環境委員会が公民館や地域の方々と協力し、コンクールの入賞を

めざして栽培活動を行っていく。その活動を全校集会の場にて紹介する。また、小中合同の

清掃活動を通して中学生との交流をもち頑張りを称え合い、環境保全への興味・関心を高め

ていくきっかけとしていく。 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市湊小学校 
 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 身近な地域や地球規模の環境について学習します。 

② 水や電気の、省エネルギー、用紙などの省資源を心がけます。 

③ 学校内でのごみ減量・リサイクルに取り組みます。 

④ 環境保全活動（花を育てる活動や美化活動）を進めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

・４年生は、総合的な学習の時

間を中心に、学校や地域など

の身近な学習から、地球規模

の環境問題まで広げて、調べ

ました。クリーンセンターや

浄水場の施設を見学した５月

の校外学習からスタートし、

福祉学習とも関わりをもたせ、一人一人が環境新聞にまとめました。自分が調べたことを、グループ

で、またクラス全体で発表していきました。 

  

② 省エネルギー・省資源 

・５年生の社会科や家庭科の授業で、省エネルギーやリサイクルについて考えました。地球で使われて

いる石炭や石油などの燃料の推移とその代償を示した後、地球の未来のために自分たちが取り組める

ことを発表しました。そこであげられた「節電・節水」を学校でも実践しようと、教室移動の時に必

ず電気を消すことなど、身近なことから進めていこうとまとまりました。 

 

③ ごみの減量・リサイクル 

・反故紙はサイズごとに区分けして入れられる棚を用意し、反故紙 

を使った印刷がスムーズに行えるようにしました。新聞とちら 

し、両面反故紙を分別して捨てるボックスも設置しました。ま 

た、玄関近くに、燃えるごみ・燃えないごみのごみ箱を用意し、  

児童にも分別をして分けるように意識づけています。 

 

④ 環境保全活動（花を育てる活動や美化活動） 

・今年度は初めてフラワーブラボーコンクールに参加しました。公

民館の方から、「小学生と地域とがつながり、一緒に栽培活動がで

きたら」という話をいただき、公民館と協力して進めていきまし

た。１学期の環境委員会は、主に委員会の時間に地域の方と一緒

に、花の種まき、苗の移し替えや、花壇にどのように花を植えて



 

いくかなどのデザインを考えていきました。コンクールは予選を

通過し、本選の審査に向けて、水やりや審査員からの質問の対応

など委員会で取り組んできました。この活動の様子を、全校集会

で発表しました。 

・環境委員会が、集中して掃除に取り組んでもらうようにと、無言

清掃ができているかチェック活動を行いました。現在も活動中で

すが、２月末に結果や改善点を呼びかけ、全校で無言清掃を行え

るように発信していく予定です。 

 ・清掃活動では、１学期に２回、班長が班員にがんばりカードを渡しています。頑張った班員に直接言 

葉がけしたり、メッセージカードに書いてあげたりしました。班長は、担当の先生からカードをもら

いました。班長に褒めてもらえて、特に低学年がとても誇らしげで、それを励みにして掃除を頑張っ

て取り組んでいます。 

 ・地域合同清掃ボランティアでは、４年生と中学１年生が一緒に地区の公園などの草むしり、ごみ拾い

をしました。開会式では、自己

紹介やお互いの学校の様子など

を話して距離を縮め、そのまま

楽しく清掃活動できました。活

動後は感想や感謝の気持ちを手

紙でやりとりし、清掃活動を越

えた交流ができました。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

④の環境保全活動では、花栽培運動を通して、公民館や地域の方をはじめ、たくさんの方とふれあう機

会がもてました。水やり等のお世話を公民館の方と手分けして協力しました。本選の結果、優良賞を受賞

し、委員会の児童たちも満足そうでした。 
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 【具体的効果】 

・４年生は、身近な環境問題について理解を深め、これからどのように行動すればよいのか、よ

い自己啓発の場になりました。具体的な行動に移せている児童も多く見られます。 

・環境委員会が無言清掃をチェックし、呼びかけることにより、少しずつ意識して行動に移す児

童が増えてきています。 

・フラワーブラボーコンクールのために育てて残った苗を、学校の花壇やプランターにも植えた

ので、保護者や地域の方にも楽しんで見てもらいました。 

【改善点】 

・コンクール用の花壇が、グラウンドの奥側にあったため、じっくりと見てもらう機会がありま

せんでした。来年度は、委員会活動を盛んにして、他の児童たちにも呼びかけていきたいで

す。 


